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交換留学制度 スタート！ 

タイ王国・チュラロンコン大学薬学部へ留学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

今年で7回目となる米国薬学研修（平成28年3月6日～3月17日）を本学姉妹校であるカリフォルニア大学リバーサイド
校エクステンション（UCR Extension）で実施しました。エクステンションセンターを拠点とし、UCRメディカルセ
ンター、UCRキャンパスやローマリンダ大学医学部付属薬局、ドラッグストア・調剤薬局（Walgreens, Target corp.） 、
医療関連企業（Abeomics Inc., Sparsha Pharma International Pvt Ltd., Nitto Denko Technical Corporation）を訪問しま
した。 

2015年度より、薬学部交換留学制度がスタートしました。今回タイ王国・チュラロンコン大学（1917年設立、タイ王
国で最も古い歴史をもつ国立大学）薬学部 国際共同教育 社会薬学部門に新村糧くん（当時5年）が約3ヶ月間（2016
年1月7日～3月13日）の留学を行いました。 

 

城 西 国 際 大 学 の 6年 制 薬 学 教 育

「遠くの大病院より、近くの頼れる薬剤師に ! 」 
超高齢化と国際化が進む日本社会のこれからの地域医療を支えるために、主体的に
行動できる薬剤師の輩出を目指しています。 
従来の医療薬学のみならず、栄養、福祉、看護･介護、セルフメディケーションな
どの幅広い専門知識と国際感覚を有し、あらゆるライフステージにある人々の健康
に興味･関心を抱き、人々から信頼される、地域に根ざした薬剤師を養成します。

携帯サイトへ！
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「踏み出す勇気」と「⾃ら考えて⾏動する⼒」 国際教育プログラムで感じたこと 
 

本⽇は、交換留学制度によりタイ王国・チュ
ラロンコン⼤学薬学部に留学した新村くんと、
UCR-JIU Pharmacy Internship Program 
2016 に参加した川⽥くん、⼩暮さん、宗村さ
んにお話を伺いました。 
 
皆さんが、国際教育プログラムに参加し
ようと思ったきっかけは何ですか？  
 

（新村）外国で学びたい！と大学に入学してから、

ずっと思っていました。文化も含めて多くのことを

学びたかったので、留学を経験した友達や知り合い

の話を聞いて、海外で、その国の生活や国民性など

を学びたいと思っていました。 
（川田）新村くんは前向きだね。僕は、はじめは全

く興味なかったな～。入学してから、機会がある毎

に UCR-JIU Pharmacy Internship Program の説明会

があったんですけど‥‥、「楽しそうだけど、勉強に

なるのかな？」「本当に意味あるの？」ってずっと思

っていました‥‥。でも、あるとき両親が「大学が

用意しているものがあるなら、経験してくれば良い」

「学生にしか経験できないことがきっとある！」と

強く勧めてくれました。参加することを決断してか

ら、実は「参加したかった自分」がいることに気が

付きましたね。 
（小暮）私は、1 年生のときから興味があって‥‥、

楽しそうだし、参加してみたいな～って思ってたん

ですけど、海外だし、そんなに英語ができないし‥

‥。ずっと不安の方が勝っていました。でも高学年

になると自分の周りの友達も参加するようになって

きたので、思い切って参加してみました！ 
（宗村）私も小暮さんと一緒かな～。確かに海外は

言葉も含めて不安があるよね‥‥。でも、アメリカ

の医療や映画、音楽などの文化に興味があったので、

良い機会だと思って参加しました。 
 

参加するために準備したことはあります
か？ 
（新村）僕は、タイ王国・チュラロンコン大学薬学

部へ約 3 ヶ月間の留学だったので、準備としては英

語の勉強ですね。TOEIC やインターネット英会話、

それと海外ドラマを見て勉強しました。 
（宗村）海外ドラマは、退屈しないし、勉強になる

のでうまく活用できると良いよね！そのおかげで、

私も「聞く力」が向上しました。 
（小暮）私は英語が苦手だから‥‥、でも参加する

と決めてからは、とにかく英語に触れる機会を増や

しました。英語力がどのくらい向上したのかわから

ないけど、「前向きな気持ちと行動」が大事だと思っ

たから‥‥。 
（川田）「前向きな気持ちと行動」か～、確かにそれ

が大事だよね。英語力をすぐに向上できなくても、

勉強するきっかけにすることが大事なんだと思うよ。

僕は、英語もそうだけど、今まで大学で習った「薬

学」や「薬剤師」について復習してみたんだ。授業

でアメリカの医療制度について勉強することもあっ

たけど、実際にアメリカに行って日本との違いを学

びたいと思ったから。 
（小暮）でも、みんな参加することに不安はなかっ

たの？ 
（新村）僕の場合は、薬学部の交換留学制度をはじ

めて利用したケースだったから‥‥、決まっていな

いことも多くて‥‥そういう意味で不安だったな～。

でも、その分「まだ見ぬ世界」に対する期待の方が

大きかったね。 
（小暮）私の一番の不安といえば、ホームステイだ

ったな～。だって知らない外国人の家族と一緒に生

活するんだよ！参加する前は、言葉も生活も‥‥不

安がいっぱいだったけど、ホームステイ先の家族と

会うと何だか安心して‥‥。初対面なのに、顔を見

ると安心する‥‥、不思議な感覚だったな～。それ

と、その家族には赤ちゃんがいて、家族の生活は赤

ちゃんを中心にドタバタしてたけれど、すごく楽し

かったです！英語も自信なかったけど、意外となん

とかなったな～。まあ、赤ちゃんよりは、英語を話

せるからね！ 
（川田）おいおい‥‥。 
（宗村）ホームステイを受け入れる家庭は、きっと

私たちみたいに言葉や文化に慣れていない人達を受

け入れている経験があって、それを受け止める「大

きな心」を持っているんだと思うよ。 
（新村）たしかにそうだね。じゃ、一番大事な準備

は、「踏み出す勇気」と「自ら考えて行動する力」っ

てことかな。 
（宗村）そうだね！まず、言葉よりも気持ちと行動

だね！ 
 

国際教育プログラムに参加して、「何」を
感じましたか？  
（新村）タイで一番感じたのは、「医療格差」ですね。

僕は、社会薬学の研究室に所属したので、現地の地

域医療に触れる機会が数多くあり、その中で「受け

られる医療」の格差を感じました。もちろん、保険

制度や経済的な理由もあるけど、日本のように全国

どこの医療機関でも同様の医療を受けられることは、

素晴らしいと改めて感じました。 
（川田）「医療格差」‥‥、アメリカも同じだったな。

医療保険制度改革が行われている影響までは感じら

れなかったけど、加入している保険の種類によって

「受けられる医療」が異なることは実感できたよ。 
（宗村）国によって医療制度に違いがあるからだね。

私たちの住む日本では、国民皆保険制度っていう優

れた医療制度があるけど、日本の制度を他国に導入

しても色々な問題が起こると思うよ。それぞれ国ご

とに文化や経済、考え方などに違いがあるし‥‥。

どんな制度にも利点と欠点があると思うから、その

国に合わせた対応が必要になるんだと思う。きっと

タイやアメリカの医療制度の中で、日本が参考にす

べき部分もたくさんあると思うよ。 
（小暮）そうだね、別の国のルールをそのまま押し

付けるのではなく、その国や地域に合わせた制度で

あることが一番大切なのかもしれない‥‥。色々な

国の文化や制度の多様性を、柔軟な視点で学ぶこと

ができれば、物事の本質に近づくことができるのか

もしれないね！ 
（川田）まさに、グローバルマインドだね！僕も、

海外に行くと色々な考え方や価値観に出会えると思

うんだ。それによって、きっと異なる感性に触れる

ことができる。そして、多様性を理解し、柔軟で広

い視野を得ることで、客観的な比較を行うことがで

きる。それが、はじまりだと思うよ。 
（新村）授業で習う「他者理解」と同じだね。でも、

コミニュケーションにおいては、「自己理解」も重要

だよ。自分自身を客観視できることが「他者理解」

に繋がっていくと思うんだ。そのためには、日本の

医療制度についても、もう一度深く学ぶ必要がある

ね。 
（宗村）なるほど‥‥、海外に行くことで異なる文

化や制度を学び、そのことで改めて日本の文化や制

度について客観的視点で学ぶことができるんだね！ 
（小暮）やっぱり、実際に海外に行くって大事なん

だね。授業やインターネットだけでは得られない「何

か」が、そこにはあるんだと思う。 
 

まだ参加していない学⽣へメッセージを
お願いします！  
（新村）僕は、このプログラムに参加して本当に良

かったと思っています。自分にとって大きな挑戦で

したが、得られたものは更に大きなものでした。何

事も挑戦することが大事だと思います。どんなに小

さくても良いので「成功体験」を積み重ねることが

自信になると思います。是非、挑戦して下さい！ 
（宗村）はじめは、英語に抵抗があるかもしれない

けど、そんなに身構えなくても平気かな～。まずは、

飛び込んでみることが大事だと思います。このプロ

グラムに参加したこともあり、将来は外国人患者に

対応できる薬剤師になりたいと思っています。実際

に行かないと感じられないことが必ずありますよ！ 
（小暮）私は、なかなか積極的になれない部分があ

るので‥‥、海外行くこと自体が挑戦でした。不安

がいっぱいだった私も、参加して良かったと思って

います。参加を決めた時の気持ちを忘れないで、こ

れからも色んなことに挑戦していきたい！とにかく、

「前向きな気持ちと行動」が大事だと思います。 
（川田）参加するきっかけは、軽い気持ちで良いと

思います。少しでも興味がある人、自分を変えたい

人は、参加する価値があると思います。そこにある

ものは、そこに行かないと感じられません。今しか

できないことは、今やるべきだと思います。日本の

医療を知るには、海外の医療を学ぶべきだと思いま

す。皆さん、是非参加しましょう！

川田　翼（6年） 
名寄高校出身（北海道） 

小暮　紗苗（6年） 
中央学院高校出身（千葉）  

宗村　桃子（6年） 
九段中等教育学校出身 （東京） 

新村　糧（6年） 
長野西高校出身（長野） 




